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受 理 番 号 ・ 受 理 

年 月 日 及 び 件 名 

 陳情第210号（８.６.15） 

 桜の宮中学校統合計画の再検討等を求める陳情 

陳 情 の 要 旨 １．桜の宮中学校統合計画については、児童生徒数のみを基準とす

るのではなく、教育委員会資料に示されている校区変更等、学校統

合、義務教育学校への移行、合同授業・学園制等の学校間交流な

ど、統合以外の選択肢について十分な比較検討を行い、その内容及

び結果を保護者や地域住民に分かりやすくデータで示すこと。 

２. 統合が子供たちの心理面・学習面・人間関係等に与える影響につ

いて十分な検証を行うとともに、方針決定に当たっては当事者であ

る子供たちの意見を適切に聴取し、その意見を十分に尊重した上で

計画に反映すること。 

３. 通学距離、通学時間及び危険箇所等について客観的な調査及び評

価を行い、その結果を公表するとともに、子供たちの安全確保に必

要な対策を講じること。 

４．質疑応答内容の共有及び統合によるメリットだけでなく、統合後

の学校生活や教育環境について想定される課題についても、保護者

や地域住民が適切に判断できるよう十分な情報提供を行うととも

に、丁寧な説明と意見交換の機会を継続的に設けること。 

５．教育委員会資料に示されている生徒数推計・学校間交流や、コベ

カツ等の新たな取組及びその他の施策について、桜の宮中学校の実

情を踏まえて一定期間検証し、その効果や学校を取り巻く環境の変

化を踏まえながら、段階的かつ慎重に検討を進めること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

陳 情 者 の 住 所 

及 び 氏 名 

神戸市北区 

  西山 佑治 ほか１名 

送 付 委 員 会  教育こども委員会 

 






